











































































































































大学共同研究センター 52 42 81％
公的研究機 関 50 44 88％
民間企業 70 48 69％


























































































知識生産拠 権威づけされた研究機関、 相対化 （研究開発活動のウエイトは小








































































































































































































































































































































































































＝］ーデ ィネ ー ト機能 のネ ッ トワーク化

















































研 究 開 発 部 門 （プロダクトの開発）
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ご 協 力 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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【添付資料2】
「科学技術活動に係るコーディネート機能・人材に関するアンケート調査」結果一覧表
問1　研究開発活動において量視する邑柵について（複数回答）大
1：新たな科学的知見を書積する
2．革新的な技術のシーズを発掘する
3：社会的・経済的諸問題の解決に役立てる
4ニ画期的な商品及び製造プロセスの開発力を高める
5ニ国際貢献を果たす
6：地域社会の発展に貢献する
7．その他
間2　　コーディネート機能の霊蔓性について
1こ研究乗務と同様、コーディネート機能の量蔓性は増すと考える
2；コーディネート機能の量稟性ほ、従来と同様と考える
3：コーディネート機能は、さほど量妻とは考えていない
4．その他
聞3　　重視している業務について（複数回答）
1：研究関発の戦略策定
2こ研究開発の企画、テーマの発欄
3こ研究責源の配分
4．研究開発におけるトラブルの処理
5．研究成果の事象化（特許化等）
6ニ他機関との共同研究
7：国際協力
8：地域社会への賃献
9こその他
聞4　　これから量要と考えるもの（複数回答）
1：組織としての一体性
2：低］加、効率性の追求
3：ニーズに対する握敵な対応
4．他機関との円滑な連携
5工積極的な国際畏開
6：その他
聞5　　研究開発のマネジメントの手法について
1．独自の手法を採用している
2：通常の手法を採用している
3こケースりくイ・ケースで対応している
4こその他
聞6　　コーディネート櫨舷に関する現在の組織について
1：特別の組織等を設けている
2：特別の組織尊は披けておらず、研究書の自主性に任せている
3：その他
間7　　コーディネート機能に関する今後の細線の計首について
1：すでに特別の組織等を設けているが、さらに強化したい
2：今後、特別の組織尊を披けたいと考えている
3こ今後とも、特別の組織尊は設ける考えはない
4：その他
間8　　基礎研究の場合の考え方について
1：研究書の自由な発想をできるだけ尊意している
2：研究リーダーが研究のテーマ等を決めている
3：機関の長が研究のテーマ等を決めている
4：状況によって異なった方法を採っている
問9　　応用・開発研究の場合の考え方について
1．研究書の自由な発想をできるだけ尊意している
2．社会的・経済的ニーズあるいは市場のニーズを十分考慮して、
どちらかといえばトップダウンで推遺している
3：どちらともいえない
問10　研究開発戦略について
1．策定している
2こ現在のところ策定していないが、今後策定する計画である
3：今後とも策定の計画はない
4：その他
間11　研究開発成業の評価について
1こ主として内部で厳格に評価を実施している
2：内部評価と合わせ外部評価を慮鰍こ実施している
3こ評価は量雛的には実施していない
4：その他
間12　研究併発成果の実用化について
1ニ研究的発に当たっては、柵に実用化を麓擁して推進している
2こ独鯛的研究を霊視しており、実用化はあまり念頭にtいていない
3：その時々の状況次薫で対応している
4こその他
㌔?????㌔ ??㌔ ．??間13　コーディネート人材の人数割合について
貴握的もしくは貴組織には、研究者・技術者、コーディネート人材（研究者が責務の場合はその人敵も
含む）が何人いますか。概敵で結構です。
研究者・技術者（　人）　　　コーディネート人材（　人）
研究者・技術書当たりのコーディネート人材の割合（　　％）
間14　　コーディネート人材の量的現状について
1：量的には十分である
2：量的に不足している
3滴ともいえない
大学　公立　民間
9乱　　9飢　　鶴t　　問15　　コーディネート人材の貫的現状について
餓　　訪　　4Ⅹ　1：賃の高い人材を配蜃していると考えている
01　　01　　肪　　2：ある程度の貫は確保していると考えている
21　　01　　情　　3：質的に改書の余地があると考えている
4；どちらともいえない
大学　公立　　民間
a　　26I　　311
耶　　50％　　311
乃　　241　　叫
大学　公立　民間
171　　271　15I
：姶胃　　341　　4餌
22胃　　341　　231
訊　　　51　　151
大学　公立　民間
121　24％　　261　間16　　コーディネート人材の責賞で特に重要と考えるもの（複数回答）大学　公立　民間
28胃　　2割；　241　1：研究者と対尊に対話ができるための技術的専門知鱒を持っていること
諷　161　18～　　2ニ法律、経済等幅広い知橡を持っていること
a a　　1％　　3こ研究者をリ胃ドできる説得力あるビジョンをもっていること
151　101　15X　　4：トラブル処理のための調整能力があること
171　151　1a　　5；コミュニケーション能力、折衝能力が十分であること
0胃　　6胃　　1胃　　6：幅広い視野をもっていること
211　　41　11　7：使命感に燃えていること
a ll a　　8；オープンな性格であること
9；プレゼンテーション能力が十分であること
大学　公立　民間　　10：その他
251　151　18胃
41　　眺　　Ⅸ洋　　間17　　コーディネート人材と研究書とのコミュニケート方法について
糾胃　4係　　4肪　1：内部の委員会、会雛におけるコミュニケ胃トが中心である
訳濱．＋：㌶琵　10胃　　2：会繍尊のみならず日常的なコミュニケートに努めている
肪　　81　　21　3ニその他
a　　　帆　　11
間18　　中心的なコーディネート人材について
大学　公立　民間　　1ニほとんどの場合研究者が兼務として、その役割を果している
231　141　10～　　2：糠鼻の中から選任の人材を配覆している
18％　　41I　　説臨　　3ニ外部の人材を導入している
53％　　43％　　40％　　4工その他
既　　　2％　　　Ol
大学　公立　民間
401　　611　　69胃
51％　　30胃　　1乃；
9％　　　鈷　　15Ⅹ
大学　公立　民間
261　　531　　5葦
間19　　コーディネート人材の確保について
1こ採用時に、コーディネート人材を専門家として薫織的に確保している
2こ研究者の中から、経験、年功を量視しコーディネート人材を確保している
3：研究者の中から、年功に関係なく若手を登用している
4：その他
問20　　現在のコーディネート人材の処遇について
1：コーディネート人材の意霊性を認離し、高い処遇を与えている
4肪　　2割【　131　2；他の人材と同様の処遇を与えている
71　　9胃　　23胃　　3：他の人村に比べ、それほど処遇は高くない
191　141　13Ⅹ　　4：その他
大学　公立　　民間
6乃　　59％　　∝臨
141　161　　26胃
2％　　　略　　151
1乃　　25％　　301
大学　公立　民間
34％　　261　　8％
291　　351　　521
3乃　　401　　4帆
大学　公立　民間
胤21　今後のコーディネート人材の処遇について
1；今後処遇を高くしていきたい
2：従来との処遇になると考えている
3：その他
間22　　コーディネート人材の育成について
1；コーディネート人材の育成のため、特別のプログラムを持っている
2：特別のプログラムはなく、年功、経験を量んじている
3：その他
181　　19～　　1割；
51　　11　　　4～
131　　211　　241
4篤　　　51　　　21
2く株　　2賞　　171
22～　　19～　　251
羽；　　乃　　　a
61　　　61　　　51
C株　　11　　　21
21　　　0～　　　肪
大学　公立　民間
5鷺　　別格　　1乃
76％　　　m　　　811
19％　　　21　　　21
大学　公立　民間
711　　331　　351
3％　　　50～　　　60％
181　　101　　　01
81　　　7％　　　4％
大学　公立　　民間
19％　　　01　　　01
3跳　　55～　　551
141　　　71　　131
31胃　　391　　23胃
大学　公立　　民間
3胃　　　71　　10胃
4乃　　67胃　　　75％
381　12I　　　81
121　　141　　　61
大学　公立．　民間
571　　431　　191
37％　　431　　841
61　　141　　171
大学　公立　民間
01　　　01　　　21
521　　m　　　70％
481　　231　　281
間23　　コーディネート人材の養成に関する大学等への期待について　大学　公立　民間
1：コーディネート人材を養成するため、大学、大学睫の教育を
抜本的に強化してほしい
12～　　881　随1　2こ視在の大学・大学睫教育のままで、それほど間且はない
451　201　211　3：大学・大学院教雷にはあまり期待していない
261　　21　　41　4：その他
171　　　91　　1肪
間24　　コーディネート人材の養成に闊し大学数青嶋で量雷なもの（複致回答）大
大学　公立　民間　　1：教養課程の充実を図る
71　231　67胃　　2：学際的教雷を強化する
141　5琳　　砧　　3；一つの専門分野ではなく、いわゆるダブル・メージャーの教育を充実する
5a a　　61　4；インターンシップ等の実践教育を充実させる
261　161　19～　　5こ人間性の教書を充実させる
6こその他
大学　公立　　民間
311　　531　　921
171　　　91　　　01
431　　261　　　81
101　　1a O～
58
33胃　　201　　311
31　　　91　　161
42I　　　571　　491
221　141　　　41
㌔????
???????
????㌔
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